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はじめに・・・・・・ 

日ごろより、労働者自主福祉運動に対するご支援・

ご協力に心より感謝申し上げます。 

現在、食料品やエネルギーをはじめとする生活に直

結する物価高騰が長期化し、私たちの暮らしに大きな

影響を及ぼしています。さらに、アメリカ・イスラエ

ルとイランの戦争に伴う原油価格の高騰により、エネ

ルギー価格の上昇が続き、家計や企業活動への負担は

一層増しています。加えて、日本銀行による利上げや

円安の進行も重なり、中小事業者や地域経済を取り巻

く環境は厳しさを増し、将来への不安も広がっていま

す。 

こうした状況の中、SDGs の理念である「誰一人取

り残さない」社会の実現に向け、安心して暮らせるセ

ーフティーネットの再構築が求められています。労働

者福祉協議会（労福協）のスローガンである「すべて

の働く人の幸せと豊かさをめざして、連帯・協同で安

心・共生の福祉社会をつくろう！」のもと、地域に根

ざした支え合いの仕組みづくりを進めていくことが重

要です。 

厳しい時代だからこそ、連帯と協同の力を大切にし、

今年度も皆さまとともに、取り組みを進めてまいりま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【第第１１号号議議案案】】  22002255 年年度度活活動動経経過過報報告告 

  沼津地区労働者福祉協議会（労福協）は、沼津市へ

の行政要望、未組織勤労者に対する支援、社会貢献活

動、教育・研修活動、レクリエーション活動、福祉事

業団体の育成・活用に取り組んできました。 

 

１．自治体への行政要望と関係強化 

沼津地区勤労者の生活向上と福祉の実現を目的に、

沼津市へ「要望書」を提出しました。 

（１）行政要望項目 

① 沼津市との関係強化に向けた要望 

ア．各種委員会・審議会への委員の派遣および行

政懇談会の開催について 

イ．勤労者共済会事業の支援強化について 

  ② 住みやすいまちづくりに向けた要望 

ア． 沼津駅周辺の整備について 

イ． 生活インフラ脆弱地域における取り組みの

推進について 

ウ． 沼津市内公共施設の利用促進・認知度向上に

ついて 

エ． 沼津市健康診査の実施期間延長について 

  ③ 防災・減災の対策強化に向けた要望 

ア．個別避難計画の検証・改善について  

イ．津波対策の推進について 

ウ．災害ボランティア受け入れのための体制整備

について 

  ④ 若年層への消費者教育に対する要望 

  ⑤ 市内小中学校特別教室への空調設置に向けた要  

    望 

  ⑥ フードバンク等への取り組みの支援に向けた要 

    望 

  ⑦ 孤独・孤立対策の推進に対する要望 

⑧ 沼津市利子補給制度（住宅資金・教育資金・育

児支援資金）の維持および広報支援に対する要

望 

 

 

 
 

  
    

２２００２２６６年年度度    第第６６３３回回  

沼津地区労福協 

定期総会議案書 

日  時  2026 年６月23 日（火）１８：００～ 

場  所  沼津健康福祉プラザ サンウェルぬまづ 

沼津地区労働者福祉協議会 

沼津市新宿町９－６ 佐藤ビル１階 

（電 話）０５５－９２１－１４００ 

（ＦＡＸ）０５５－９２６－２６２８ 

（mail）n.roufuku@cy.tnc.ne.jp  

 

－次 第－ 

１．開会あいさつ 

２．議長団選出・書記任命 

３．会長あいさつ 

４．来賓あいさつ 

５．議事 

第１号議案 2025年度活動経過報告 

第２号議案 2025年度会計報告並びに 

2025年度会計監査報告 

第３号議案 2026年度活動方針（案） 

第４号議案 2026年度会計予算（案） 

第５号議案 2026年度役員体制（案）  

６．議長団解任・書記解任 

７．閉会あいさつ 

市長に要望書を 
提出する 

池ノ谷会長 
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（２）行政委員会への関わり 

沼津市の各種委員会・審議会等へ委員を派遣し、

勤労者の声を反映しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）沼津市利子補給制度の利用促進 

  勤労者の生活応援を目的に、沼津市・ろうきんの

協力を得て、負担の軽減につながる利子補給制度の

利用促進に取り組みました。 

＜2025 年度新規利用状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

２．未組織勤労者に対する支援 

（１）勤労者共済会の活動 

沼津市・清水町勤労者共済会は、中小企業の勤労

者の福祉向上を支援するために活動しています。こ

の共済会活動を支援するため、労福協より下記の役

員を派遣しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

共済会の主な活動としては、239 事業所、会員 

1,458 人が加入し（2026 年３月 31 日現在）、共

済事業、福利厚生事業（レクリエーション事業、割

引事業、宿泊補助事業、健康維持増進事業、自己啓

発事業、割引斡旋事業）、生活資金融資保証料助成

事業、退職金共済掛金補助事業などが実施されてい

ます。2025 年度は共済会公式 LINE から発信する

LINE 事業を開始しました。 

最重点課題の会員拡大については、事業所が前年

度比で７事業所増加し、会員数は 174 人増加しま

した。 

 

（２）ライフサポートセンター東部の活動 

「ライフサポートセンター東部」の活動支援につ

いては、「暮らしなんでも相談ダイヤル（ライフサポ

ートセンター東部）」の広報支援を引き続き沼津市に

働きかけ、「広報ぬまづ」の 10/15 号に掲載いた

だきました。また、沼津地区労福協で昨年作成した

相談ダイヤルの教宣ティッシュを、引き続き自治体

相談窓口に配備しました。その効果として、沼津市

民からの相談は 104 件ありました。 

「生きがいづくり支援」では沼津市の後援を受け、

「歴史から学ぶ「今」を生きるヒント」「人は、人を

浴びて人になる」の２セミナーを実施しました。 

・住宅建設資金  件 数          78 件 

         実行額  7 億6,450 万円 

・教育資金    件 数          46 件 

         実行額      9,071 万円 

・育児支援    件 数           １件 

          実行額        98万円 

回答受理は担当課長が 
出席する懇談会形式 

にて開催 
 

市長から回答を 
受理する 

労福協四役 

2026.3.31現在

共済会役職 派遣役員 労福協役職

沼津市・清水町勤労者共済会　副会長 池ノ谷　浩之 会　長

沼津市・清水町勤労者共済会　理事 薬師神　重樹 幹　事

沼津市・清水町勤労者共済会　監事 和田　智之 事務局次長

委員会・懇話会 担当課 派遣役員 労福協役職

沼津市社会福祉協議会　理事会 社会福祉協議会 池ノ谷　浩之 会　長

沼津市共同募金委員会 社会福祉協議会 池ノ谷　浩之 会　長

沼津市まち・しごと創生総合戦略推進委員会 政策企画課 池ノ谷　浩之 会　長

沼津市議会議員その他非常勤職員の公務災害補

償等認定委員会
人事課 伊東　弘人 副会長

沼津市子ども子育て会議 こども未来創造課 鈴木　秀幸 副会長

サンウェルぬまづ運営委員会 社会福祉協議会 重松　克典 事務局長

沼津市男女共同参画推進委員会 地域自治課 山田　三保 副会長

沼津市特別職報酬等審議会 人事課 山田　三保 副会長

沼津市消費者教育推進地域協議会 生活安心課 和田　智之 事務局次長

沼津市中小企業振興会議 産業政策課 和田　智之 事務局次長

＜2025年度沼津市各種委員会・審議会への派遣役員一覧表＞2026.3.31現在

− 2 −



- 2 - 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）行政委員会への関わり 

沼津市の各種委員会・審議会等へ委員を派遣し、

勤労者の声を反映しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）沼津市利子補給制度の利用促進 
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ライフサポートセンター東部の「2025 年度事業

報告」と「2026 年度事業計画」については巻末資

料を参照願います。 

 

３．社会貢献活動 

（１）2025 年 11 月８日、連合静岡沼駿三田地協主

催の列島クリーンキャンペーンに参加しました。

（沼津駅北口周辺） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）2026 年 3 月９日、子育て支援の一環として、

沼津市社会福祉協議会サンウェルぬまづ５階「ふ

れあい交流室」へ図書・玩具の寄贈を行いました。

今年で 18 回目の活動として継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）就労支援施設の支援は、今年度も定期総会でのお

土産やふれ愛イベント等のおやつとしてパンを購

入することで、就労支援につなげました。 

 

４．教育・研修活動 

（１）役員向け教育研修 

① 沼津地域労福協「労福協・連合合同書記長会議」 

    開催日 2025 年 11 月 21 日（金） 

場 所 三島商工会議所 

内 容 会議の目的（組合役員としての「成長」

と地域労働運動の「担い手」の育成、

産別やエリアの枠を超えた「横連携の

強化」と「相互理解」の醸成 

参加者 36 人 

 

② 「防災・減災」視察研修 

開催日 2025 年 12 月 19 日（金）～ 

    2025 年 12 月 20 日（土） 

場 所 首都圏外郭放水路（埼玉県大宮市） 

東京消防庁本所防災館（東京都墨田区） 

内 容 沼津市は狩野川や黄瀬川沿いの低地を

中心に、洪水時には広範囲で浸水する

恐れがあることから、首都圏を水害か

ら守る巨大な地下施設を見学すること

で、水害対策の最前線を学びました。 

地震・水害・火災・暴風雨などの災害

をリアルに体験することで、いざとい

う時に適切な行動が取れるよう、防災

意識を高めました。 

参加者 15 人 

首首都都圏圏外外郭郭放放水水路路  

 

 

      

 

 

 

 

 

               東東京京消消防防庁庁本本所所防防災災館館  

 

 

 

 

 

  

子どもに絵本

を手渡す 
池ノ谷会長 

重松事務局長 

贈呈式で 
挨拶する 

池ノ谷会長 
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 ③ ALWF 地域セミナー 

開催日 2026 年２月６日（金） 

場 所 東レ研修センター 

内 容 地域内労働組合の若手役員を対象に、

労働、福祉および自主福祉運動の歴史

を学び、地域内の交流を深め、将来を

担う勤労者の資質向上を図る 

参加者 39 名 

   

（２）勤労者向け研修（2025 年４月～2026 年３月） 

① 住宅セミナー 

     ３会員で５回開催 計 110 名が参加 

    ＜内容＞マイホーム取得へ向けた資金計画・ 

住宅ローンの組み方 など 

  ② ライフプランセミナー 

     19 会員で 22 回開催 計 434 名が参加 

＜内容＞ライフイベントにかかる資金計画・ 

生活設計 など 

  ③ 資産運用セミナー 

      ４会員で６回開催 計 134 名が参加 

    ＜内容＞資産運用全般（預金と投資の違い） 

ＮＩＳＡの基本 など  

  ④ 新入組合員（新入社員）セミナー 

      ５会員で 10 回開催 計 70 名が参加 

＜内容＞金融の基礎知識 など 

  ⑤ 家計見直しセミナー 

      ７会員で７回開催 計 124 名が参加 

    ＜内容＞家計支出の改善・家計見直し など 

  ⑥ 退職準備・年金セミナー 

      ２会員で２回開催 計 30 名が参加 

    ＜内容＞退職金運用・年金受給関連 など 

⑦ 福祉とくらしのセミナー 

  ＷＥＢ開催 

配信期間：2025 年 10 月 10 日～11 月９日 

  講 師 ：内村周子（体操：内村航平の母） 

内 容 ： 夢を追い続けて・・・ 

～諦めない！ポジティブに 

いつも元気なその秘訣～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．レクリエーション活動 

（1）第４回ボウリング交流会 

   会員同士の親睦を深め、ストレス解消および健康

増進活動の一環として開催しました。 

   開催日 2025 年 9 月９日（火） 

   場 所 コロナボウルららぽーと沼津店 

   参加者 80 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）会員ふれあい交流会 

   大変好評な「伊豆・三津シーパラダイス貸切イベ

ント」を開催しました。また、参加者によるフード

ドライブを実施し、フードバンクふじのくにへ寄贈

しました。 

開催日 2025 年 10 月４日（土） 

場 所 伊豆・三津シーパラダイス 

参加者 432 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶する 
池ノ谷会長 

フードドライブを

実施し、集まった

お菓子等はフード

バンクふじのくに

へ寄贈しました。 

ルール説明をする 
重松事務局長 

始球式 
をする 

池ノ谷会長 
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 ③ ALWF 地域セミナー 
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＜内容＞金融の基礎知識 など 
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～諦めない！ポジティブに 

いつも元気なその秘訣～ 
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６．福祉事業団体の育成・活用 

（1）ろうきん 

① 水曜よりみち、日曜のんびり相談会には延べ

364 組の方に来場いただきました。住宅ローン

や教育ローンの他、他行他社ローンの借換え相談

も多く寄せられ、家計見直しへつなげることがで

きました。 

 

② ロッキースタッフを活用いただき、組織事情に

合わせたセミナーを 95 回開催しました。主なセ

ミナーは、ライフプランセミナー23 回、資産運

用セミナー６回となりました。 

 

③ 運営委員会の重要性を再認識し、運営委員会出 

席率向上（目標 90％以上）を図った結果、年間 

平均で 91.3％となり、運営委員会からの情報発

信を強化しました。 

 

④ 住宅資金・教育資金・育児支援資金について、

沼津市利子補給制度のＰＲを強化しました。 

 

⑤ 沼津支店運営委員会オリジナル教宣物としてキ

ッチンパックを 1,200 個作成し、会員に配布し

ました。ろうきんの想起率を高め、利用者を拡大

するための周知活動ツールとして活用しました。 

 

⑥ 「家計見直しキャンペーン」を展開し、沼津地

域で20 件の他社ローンの借換え対応を行いまし

た。 

 

⑦ 沼津市利子補給付住宅ローンや教育ローンの相

談会を実施し、沼津市住宅ローン 78 件、沼津市

教育ローン 46 件を受付しました。 

 

 ■2025 年度事業目標達成状況（新規利用顧客数） 

              ＜目標＞  ＜実績＞   ＜達成率＞ 

 住宅ローン :   109 人   114 人    104.58% 

 無担保ローン : 970 百万円  1,011 百万円 104.25% 

 財形・エース :     517 件    533 件     103.09% 

 

（2）こくみん共済 coop 

① 2025 年度 運営委員会活動の取り組み 

・3 度（9/24･2/4･5/22 ）の運営委員会を開

催し、重点共済の取り組み強化を中心とした活

動をすすめました。 

・運営委員団体では個別の年間活動計画に沿った

取り組みを実行しました。 

・無保障者・保障不足者をなくすことと可処分所

得の向上を目的に「保障設計運動」を展開しま

した。 

 

② 2025 年度重点共済の取り組み 

ア．マイカー共済 

・可処分所得向上を目的に運営委員団体の執行部
を中心に見積もり取得活動を展開しました。 

・「団体割引の優位性」と「7 才の交通安全プロ

ジェクト」の告知活動を強化し、可処分所得 

向上と社会課題解決との双方の視点から取り組

みを進めました。 

   ・見積もり後は労働組合と協業で満期までの後追
いを行い、成約につなげました。 

イ．住まいる共済 

・火災共済のみの既契約情報を活用し、保障不足 
者を顕在化させた取り組みを行いました。 

・寮・社宅の有無やアンケート活動で得た、多様 
な情報に基づき、各種特約の推進や適正加入の

推進を進めました。 
・家財保障の必要性を訴求するなど、無保障者解

消に向けた取り組みを行いました。 
ウ．こくみん共済 

・世代に応じて推進タイプを選定し、最適な保障
設計を提案しました。 

・出生、進学など、慶事情報を活用した提案を行
いました。 

・「こどもの成長応援プロジェクト」の告知を強化
し、最適保障と社会課題解決との双方の視点 
から取り組みを進めました 

エ．自賠責共済 

・定期的に駐輪場の点検を行い自賠責切れ車両の
確認及び、持ち主への声掛けを行いました。 

・組合員の利便性向上のため、自動車指定整備工
場とのタイアップを推進しました。 

・満期継続加入を進めるため、満期時の呼びかけ
声掛けを継続しました。 

オ．こくみん Life サポートの展開。 

・全団体訪問や新入組合員研修会、バスツアー等 
    での「こくみん Life サポート」の告知を行いま

した。 
・個別保障相談や共済金の請求手続き時に対面 

    でのアプリ導入案内を進めました。 
 ・2026 年３月時点で 1,193 名の方にご利用い

ただいております。 

カ．東部支所独自の取り組み。 

    組合員の可処分所得の拡大に向けて、東部支所

保障相談キャンペーン（2025 年 11 月～12

月）を展開し、69 名の個別保障相談を進めま

した。 
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（3）退職者福祉共済会（退福共） 

   人生 100 年時代に入り、充実した人生を過ごす

ため、地域の仲間との交流を深め、様々な活動を展

開しています。 

＜2025 年度の主な実施行事＞ 

※「退福共だより」発行 204～214 号（計 6 号） 

 

（４）グリーン友の会 

     地域の仲間で構成され、趣味と事業団体育成など

を主な活動としています。 

＜2025 年度の主な活動＞ 

※ストレッチと軽い筋トレ４回開催  延べ 25 人 

※パッチワーク教室 毎月第2火曜日   計12回 

 

7．福祉事業団体役員への派遣 

事業団体名 役職 役員名 地域労福協役職 

こくみん共済 coop(静岡)  理事 山田 三保 常任幹事 

静岡県労働金庫 理事 鈴木 秀幸 常任幹事 

 

8．会員状況（※2025 年度会費納入会員） 

    ＜団体会員数＞ 41 会員 

    ＜組織人員＞  10,179 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4/7 沼駿退職者連合親睦ＧＧ大会 42 人 
6/19 第 1 回定期ＧＧ大会 36 人 
9/18 第 2 回定期ＧＧ大会 29 人 

10/17 沼駿退職者連合親睦ＧＧ大会 39 人 
11/18・19 バス旅行（山梨県） 13 人 

12/18 第 3 回定期ＧＧ大会 32 人 
2/19 フードバンク支援ＧＧ大会 41 人 

11/6 親睦ランチ会 23 人 

11/16 マグネットケース作り 19 人 
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２０２５年 4月 １７日 沼津市･清水町勤労者共済会  理事会 （沼津市民文化センター）

２５日 沼津市･清水町勤労者共済会  会計監査 （沼津商工会議所）

5月 ８日 沼津地区労福協  四役会議 （ろうきん沼津支店）

１５日 沼津地域労福協  幹事会 （沼津商工会議所）

１５日 沼津市・清水町勤労者共済会  評議員会 （沼津市民文化センター）

１９日 沼津市市民憲章推進協議会  総会 （沼津市民文化センター）

２０日 沼津地域労福協ふれ愛倶楽部  幹事会 （ろうきん沼津支店）

２３日 沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 （沼津市民文化センター）

２８日 沼津地区労福協  幹事会 （ろうきん沼津支店）

６月 ９日 沼津市社会福祉協議会  理事会 （サンウェルぬまづ）

１３日 静岡県労福協  定期総会 （ＡＬＷＦロッキーセンター）

１７日 沼津地区労福協  定期総会 （サンウェルぬまづ）

２５日 静岡県労働金庫（ろうきん） 通常総会 （グランディエールブケトーカイ）

２７日 沼津地区退福共  定期総会 （サンウェルぬまづ）

7月 １日 沼津市男女共同参画推進委員会 （沼津市役所）

７日 沼津地区ろうきんグリーン友の会  報告・連絡会 （沼津淡島ホテル）

１８日 沼津市男女共同参画推進委員会 （沼津市役所水道部庁舎）

２９日 沼津地域労福協  定期総会 （沼津商工会議所）

２３日 沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 （沼津市役所水道部庁舎）

３０日 沼津市消費者教育推進地域協議会 （沼津市役所水道部庁舎）

８月 １-３１日 沼津市役所庁舎にてフードドライブ （沼津市役所）

１日 沼津市男女共同参画推進委員会 （沼津市役所水道部庁舎）

８日 沼津地域労福協ふれ愛倶楽部総会 （フーディアム）

２１日 サンウェルぬまづ  運営委員会 （サンウェルぬまづ）

２１日 沼津市共同募金委員会 （サンウェルぬまづ）

２１日 沼津市社会福祉大会役員会 （サンウェルぬまづ）

９月 ３日 沼津市社会福祉大会 （サンウェルぬまづ）

９日 沼津地区労福協ボウリング大会 （コロナボウル）

１０日 沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 （沼津市民文化センター）

１１日 沼津市中小企業振興会議 （ぬましんCOMPASS）

１８日 沼津地区労福協  四役会議 （ろうきん沼津支店）

１９日 静岡県労福協  幹事会 （ＡＬＷＦロッキーセンター）

２０日 沼津地区労福協四役会議 （ろうきん沼津支店）

３０日 沼津市男女共同参画推進委員会 （沼津市民文化センター）

1０月 ４日 伊豆三津シーパラダイス貸切イベント （伊豆三津シーパラダイス）

１４日 沼津地区労福協  幹事会 （ろうきん沼津支店）

２０日 沼津市子ども・子育て会議 （沼津市役所）

２３日 沼津市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 （沼津市民文化センター）

２３日 沼津市・清水町勤労者共済会  理事会 （沼津市民文化センター）

２４日 沼津市消費者教育推進地域協議会 （沼津市役所水道部庁舎）

２９日 沼津市男女共同参画推進委員会 （沼津市役所）

１１月 ４日 沼津市議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等認定委員会 （書面対応）

８日 連合沼駿三田地協列島クリーンキャンペーン （裾野市内）

１１日 沼津市議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等認定委員会 （書面対応）

１４日 沼津市中小企業振興会議 （ぬましんCOMPASS）

１８日 勤労者福祉共済会事業連絡会議 （静岡県男女共同参画センターあざれあ）

１９日 沼津市社会福祉協議会  理事会 （サンウェルぬまづ）

２０日 沼津地域労福協  幹事会 （沼津商工会議所）

２１日 沼津地域労福協・連合沼駿三田地協合同  書記長会議 （沼津商工会議所）

２６日 沼津地域労福協・連合沼駿三田地協合同  沼津市行政要望提出 （沼津市役所）

１２月 １９-２０日 沼津地区労福協  役員視察研修（防災視察） （郡山市、仙台市）

２０２６年 1月 ４-３１日 沼津市役所庁舎にてフードドライブ （沼津市役所）

８日 連合静岡・静岡県労福協  新春賀詞交歓会 （ホテルグランヒルズ静岡）

２０日 沼津市議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等認定委員会 （書面対応）

２８日 ろうきん運営委員トップセミナー （ホテルグランヒルズ静岡）

２月 １日 沼津地域労福協  新春ふれ愛交流会 （沼津ゴルフクラブ）

１９日 退福共・労福協共催フードバンク支援グラウンドゴルフ大会 （大岡市民運動場）

３月 ９日 ふれあい交流室への図書・玩具寄贈 （ふれあい交流室）

１３日 沼津地域労福協・連合沼駿三田地協合同  沼津市行政要望回答受理 （沼津市役所）

１３日 沼津市消費者教育推進地域協議会 （沼津市役所水道部庁舎）

１７日 沼津市社会福祉協議会  理事会 （サンウェルぬまづ）

１７日 沼津市共同募金委員会 （サンウェルぬまづ）

１９日 静岡県労福協  幹事会 （ＡＬＷＦロッキーセンター）

２０２５年度活動日誌
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【【第第２２号号議議案案】】22002255 年年度度会会計計報報告告ななららびびにに会会計計監監査査報報告告  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【収入の部】 （単位：円）

科目 予算 実績 予算差額 備考

前期繰越金 357,802 357,802 0

会　費 330,000 318,600 -11,400 会員年会費

交付金 660,000 680,000 20,000 県労福協・事業団体

助成金 1,681,000 1,681,000 0 沼津市

雑収入 1,100,000 1,022,438 -77,562 預金利息・ろうきん出資・利用配当金・イベント参加費

合計 4,128,802 4,059,840 -68,962

【支出の部】

科目 予算 実績 予算差額 備考

活動費 2,600,000 2,189,727 -410,273 各種イベント・セミナー

会議費 500,000 466,470 -33,530 総会・幹事会

渉外費 15,000 0 -15,000 慶弔費、その他交際費関係

教宣費 150,000 165,275 15,275 広報「労福協だより」印刷代

負担金 600,000 681,385 81,385 地域労福協会費他

事務管理費 70,000 102,955 32,955 事務用品・通信費

事務所費 0 0 0

予備費 193,802 0 -193,802

次期繰越金 0 454,028 454,028

合計 4,128,802 4,059,840 -68,962

¥454,028

○出資証券

№１９３５５９８ 5,323口 ¥5,323,000

                                                                                                    2026年　5月 12日

○一般会計口座

（２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日）

２０２５年度会計報告ならびに会計監査報告

「財産目録」

ろうきん出資金

普通預金　№１９４２５８

会計監査    　　 　金子　眞彦　　　㊞

　２０２５年度収支決算書に基づき、通帳・会計元帳・領収書を監査した結果、正確に処理されており、収支決算書に誤りが
ないことを確認いたしましたのでご報告いたします。

　沼津地区労働者福祉協議会　会長　池ノ谷　浩之　様

２２００２２５５年年度度　　会会計計監監査査報報告告

会計監査　　　 　　渡邉　元貴　　　㊞

ろうきん沼津支店　　　　
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【【第第２２号号議議案案】】22002255 年年度度会会計計報報告告ななららびびにに会会計計監監査査報報告告  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【収入の部】 （単位：円）

科目 予算 実績 予算差額 備考

前期繰越金 357,802 357,802 0

会　費 330,000 318,600 -11,400 会員年会費

交付金 660,000 680,000 20,000 県労福協・事業団体

助成金 1,681,000 1,681,000 0 沼津市

雑収入 1,100,000 1,022,438 -77,562 預金利息・ろうきん出資・利用配当金・イベント参加費

合計 4,128,802 4,059,840 -68,962

【支出の部】

科目 予算 実績 予算差額 備考

活動費 2,600,000 2,189,727 -410,273 各種イベント・セミナー

会議費 500,000 466,470 -33,530 総会・幹事会

渉外費 15,000 0 -15,000 慶弔費、その他交際費関係

教宣費 150,000 165,275 15,275 広報「労福協だより」印刷代

負担金 600,000 681,385 81,385 地域労福協会費他

事務管理費 70,000 102,955 32,955 事務用品・通信費

事務所費 0 0 0

予備費 193,802 0 -193,802

次期繰越金 0 454,028 454,028

合計 4,128,802 4,059,840 -68,962

¥454,028

○出資証券

№１９３５５９８ 5,323口 ¥5,323,000

                                                                                                    2026年　5月 12日

○一般会計口座

（２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日）

２０２５年度会計報告ならびに会計監査報告

「財産目録」

ろうきん出資金

普通預金　№１９４２５８

会計監査    　　 　金子　眞彦　　　㊞

　２０２５年度収支決算書に基づき、通帳・会計元帳・領収書を監査した結果、正確に処理されており、収支決算書に誤りが
ないことを確認いたしましたのでご報告いたします。

　沼津地区労働者福祉協議会　会長　池ノ谷　浩之　様

２２００２２５５年年度度　　会会計計監監査査報報告告

会計監査　　　 　　渡邉　元貴　　　㊞

ろうきん沼津支店　　　　
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【【第第33号号議議案案】】22002266年年度度活活動動方方針針（（案案））  

県労福協の事業理念である「連帯・協同で安心・共生

の福祉社会づくり」を踏まえ、「勤労者福祉の向上」と「福

祉事業団体の育成強化」を目指し、地域・地区に根ざし

た以下の活動を実践していきます。 

 
１．自治体への行政要望と関係強化 

（１）勤労者の生活向上と福祉実現を目的に沼津市へ行

政要望を提出します。 

 

（２）沼津市の各種委員会・審議会等へ労福協より委員

を派遣し、勤労者の意見・要望等を行政へ反映しま

す。 

 

２．未組織勤労者に対する支援 

（１）県・地域労福協との連携、行政への要望・関係強

化、福祉事業団体（ろうきん・こくみん共済coop・

ライフサポートセンター東部）、勤労者共済会の育

成・活用促進を通じ、「未組織勤労者の福祉向上」に

取り組みます。 

 

（２）福祉事業団体と連携し、勤労者の生活に役立つ各

種セミナーを開催します。 

 

（３）沼津市利子補給制度（住宅・教育・育児支援）の

利用促進を図り、勤労者の生活を支援します。 

 

３．社会貢献活動 

（１）環境保全活動 

① 連合静岡沼駿三田地域協議会主催の「列島クリ

ーンキャンペーン」に参加します。 

 

（２）社会福祉支援 

① サンウェルぬまづ内「ふれあい交流室」への図

書寄贈など、沼津市社会福祉協議会と連携したボ

ランティア活動に取り組みます。 

 

② 県労福協が中心となって活動する「フードバン

クふじのくに」事業に協力していきます。 

 

③ 就労支援施設からの物品（授産品）購入などを

通じ、施設を支援していきます。 

  

４．教育・研修活動 

役員・会員勤労者・未組織勤労者への教育研修を

通じ、教養・知識の向上を図ります。 

 

 

（１）役員研修 

① 視察研修 

視察を通じて、労働者福祉や社会貢献活動な

どの見聞を広め、労福協活動への還元を図りま

す。 

 

② 沼津地域労福協・連合 合同書記長会議 

開催日 未定 

場 所 未定 

 

③ ALWF地域セミナー（県福祉基金協会主催） 

開催日 未定 

場 所 未定 

 

（２）勤労者向け研修 

  ① マイホームセミナー（利子補給制度説明会） 

開催日 未定 

場 所 未定 

 

② 資産運用セミナー 

開催日 未定 

場 所 未定 

  

（３）その他の活動 

ライフサポートセンター東部が開催する各種セミ

ナーの教宣活動に取り組みます。また、次世代を担

う若年層への教育・交流について県・地域労福協と

連携を図ります。 

 

５．文化・レク活動 

 会員の親睦交流、文化・健康づくりの一環として、

次の活動を行います。 

（１）会員ふれあい交流会 

「伊豆・三津シーパラダイス貸切イベント」 

開催日 未定 

場 所 伊豆・三津シーパラダイス 

 

（２）第５回ボウリング交流会 

    開催日 未定 

    場 所 コロナボウル ららぽーと沼津 

 

 

６．福祉事業団体の育成・活用 

（１）ろうきん・こくみん共済coopを家庭まで浸透さ

せる運動を進めます。 

 

（２）ろうきん「弥生会」が主催する「住まい見比べ見

学会」等の諸行事を支援していきます。 

− 9 −
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（３）退職者福祉共済会・グリーン友の会の活動支援 

両団体の活動が円滑に行われるよう、会員拡大や

予算等を支援します。 

 

（４）ライフサポートセンター東部の活動支援 

   ライフサポートセンター東部の運営に協力し、勤

労者の暮らしの応援活動・退職者の生きがいづくり

活動を支援していきます。組合員への教宣活動を強

化し、ライフサポートセンターを多くの方に知って

いただきます。 

 

（５）福祉事業団体等の利用拡大策の支援 

県労福協が展開する「福祉強化キャンペーン」に

取り組みます。 

 

７．沼津市・清水町勤労者共済会への参画 

  同共済会の会員拡大や事業運営の活動に参画します。 

（１）副会長・理事・監事を派遣します。 

 

 

 

 

  

 

（２）同共済会が定期発行する会報に、福祉事業団体（ろ

うきん・こくみん共済 coop・ライフサポートセン

ター）のチラシを同封し、会員（利用者）への教宣

を行います。 

 

（３）同共済会が実施する会員拡大策に福祉事業団体が

関与できるよう連携します。また、行政担当部門を

交えた定例協議会へ参画します。 

 

８．地域拠点の有効活用 

 地域拠点には、地域労福協、ライフサポートセンタ

ー東部、連合静岡東部ブロック、連合静岡沼駿三田地

協の各事務所が入居し、地区労福協も事務所として使

用しています。この勤労者の地域拠点を通じ、各団体

との連携をさらに強めていきます。 

 

９．その他関連団体役員派遣 

   引き続き、福祉事業団体（ろうきん・こくみん共済

coop）に役員を派遣し、意見反映を行います。 

 

 

 

 

 

【【第第４４号号議議案案】】  22002266 年年度度会会計計予予算算（（案案））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【第第５５号号議議案案】】  22002266 年年度度役役員員体体制制（（案案））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共済会役職 派遣役員 労福協役職

沼津市・清水町勤労者共済会　副会長 池ノ谷　浩之 会　長

沼津市・清水町勤労者共済会　理事 敷田　竜一 幹　事

沼津市・清水町勤労者共済会　監事 和田　智之 事務局次長

【収入の部】 （単位：円）

科　　目 予　　　　算 備　　　　　考

前期繰越金 454,028

会   費 310,000 年会費

交付金 600,000 県労福協・事業団体

助成金 1,681,000 沼津市

雑収入 1,002,000 利息･配当金・イベント参加費

合　 計 4,047,028

【支出の部】

科　　目 予　　　　算 備　　　　　考

活動費 2,500,000 各種イベント・セミナー・その他活動

会議費 562,000 総会・幹事会・四役会議

渉外費 0 慶弔、その他交際費関係

教宣費 200,000 広報「労福協だより」印刷

負担金 650,000 地域労福協会費、福祉事業団体の活動負担

事務管理費 112,100 事務用品・通信費

事務所費 0

予備費 22,928

合　　計 4,047,028

役職名 氏　　　名 所 属 組 合 所属役職

会　　長 池
いけの

ノ谷
や

　浩之
ひろゆき

全矢崎労組沼津支部 支部執行委員長

鈴木
すずき

　秀幸
ひでゆき

明電舎労組沼津支部 執行委員長

山田
やまだ

　三保
みほ 富士通労組本社・テクノロジーグループ

沼津ブロック
ブロック長

伊東
いとう

　弘人
ひろと

東京電力労組静岡地区本部 執行委員長

中瀨古
なかせこ

　貴治
たかはる

静岡教職員組合東部エリア沼津支部 支部長

杉山
すぎやま

　慎一
しんいち

芝浦機械労組 書記長

事務局長 重松　克典
しげまつ　 かつのり

TOPPANクロレ労組沼津支部 支部長

事務局次長 和
わ

田
だ

　智之
ともゆき

ろうきん沼津支店 支店長

村松
むらまつ

　英二
えいじ

NTT労組沼津部会 部会長

福田　正秀
ふくだ　    まさひで

沼津市労連 執行委員

岡田
おかだ

　充
みつ

広
ひろ

東京電力労組静岡分会 分会長

山本
やまもと

　真次
しんじ

ﾏｰﾚｴﾚｸﾄﾘｯｸﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾞ労組 副執行委員長

西島
にしじま

　博幸
ひろゆき

全日通労組沼津地協 委員長

原
はら

　直輝
なおき

JP労組沼津支部 執行委員

横澤
よこさわ

　香代子
かよこ

関電工労組沼津支部 執行委員長

浅賀
あさか

　太一
たいち

ﾔﾏﾊﾓｰﾀｰﾊｲﾄﾞﾛﾘｯｸｼｽﾃﾑ労組 副執行委員長

須田
すだ

　将之
まさゆき

明電ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ労組 執行委員長

秋山
あきやま

　佳予子
かよこ

沼津地区グリーン友の会 代表

澁
しぶ

木
き

　邦夫
くにお

沼津地区退福共 会長

敷
しき

田
た

　竜一
りゅういち

こくみん共済coop東部支所 支所長

前田
まえだ

　貴弘
たかひろ

ろうきん沼津支店 ローンセンター長

渡邉
わたなべ

　元
もと

貴
き

OKIｺﾑｴｺｰｽﾞﾕﾆｵﾝ 執行委員長

金子
かねこ

　眞彦
まさひこ

IHI運搬機械労組沼津支部 支部長

22002266年年度度役役員員体体制制

副 会 長

幹　　事

会計監査
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沼津地区労働者福祉協議会規約 

 

第１章  総   則 

（名称および事務所） 

第１条  本協議会は、沼津地区労働者福祉協議会（略

称 沼津地区労福協）と称し、事務所を沼津

市新宿町９-６佐藤ビル１階におく。 

（目的） 

第２条  本協議会は、静岡県労働者福祉協議会の下部

組織として、沼津地区における労働者の福祉

活動を民主的運営により総合的に推進し、加

盟、関係団体への指導、連絡、調整をはかり、

労働者福祉に関する教育、宣伝並びに公共団

体への政策提言、要請を通して労働者福祉全

体の増進に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第３条  本協議会は、前条の目的を達成するために次

の事業を行う。 

（１） 労働者福祉に関する調査研究、教育、宣伝   

および総合的な指導、企画、調整事項。 

（２） 福祉事業団体発展強化のための総合的な指

導、援助事項。 

（３） 社会保障制度の拡充、改善に関する事項。 

（４） 地方自治体、地方公共団体への政策提言、

要請事項。 

（５） 病気、災害・不慮の事故等から、いのちと

暮らし、生活を守る事項。 

（６） 自然、環境保護、ボランティア活動の推進

事項。 

（７） 労働者の文化教養・健康維持増進・親睦等、

福利厚生面の向上及び増進に関する事項。 

（８） 未組織勤労者及び中小企業勤労者の福祉向

上に関する事項。 

（９） その他、本協議会の目的達成に必要な諸事

項。 

 

第２章  組   織 

（構成） 

第４条 本協議会は、沼津地区に組織を有する労働

組合はじめ互助会、親睦会等の労働者等の

親睦団体及び福祉関係団体を会員とする。 

 

第３章  加入および脱退 

（加入） 

第５条 本協議会に加入するときには、団体会員に

ついては加入申込書に必要事項を記載して

幹事会に提出し承認を得なければならない。 

       

（脱退及び除名） 

第６条  本協議会を脱退するときは、その理由を付し

た脱会届を提出しなければならない。 

     会員が本協議会の事業を妨げ、又はこの規約

に違反し、若しくは本協議会の信用     

を失わせるような行為をしたときは、総会の

決議により除名することができる。 

 

第 ４ 章  機   関 

（機関の設置） 

第７条  本協議会には次の機関をおく。 

     １．総会 ２．幹事会 ３．四役会議 

（総会） 

第８条  総会は、本協議会の最高決議機関で通常総会

および臨時総会とし、通常総会は毎年原則と

して６月、臨時総会は幹事会の決議により会

長が召集する。 

     総会は、団体会員に限り、１会員につき１議

決権を有する。 

 

(幹事会) 

第９条  幹事会は、本協議会の目的達成と事業遂行及

び総会決議事項実施のため、必要に応じ会長

が召集する。その他、幹事会で必要と認めた

者について参加をさせることができる。 

(四役会議) 

第１０条 地区労福協四役をもって構成する。その他、

四役会議で必要と認めた者について参加させ

ることができる。 

(地域労働者福祉協議会の構成) 

第１１条 沼津地区労福協役員より選出された若干名の

委員をもって、地域労働者福祉協議会を構成

する。代表者は委員の互選とする。 

 

第 ５ 章  会   議 

（議決） 

第１２条 総会及び会議は議決権を有する構成員の過半

数の出席によって成立し、議事は出席構成員

の過半数をもって決する。可否同数のときは

議長が決する。 

 

第 ６ 章  役   員 

（役員） 

第１３条  本協議会に次の役員をおく。 

     （１） 会  長     １名 

     （２） 副 会 長        若干名 

     （３） 事務局長     １名 

     （４） 事務局次長    １名 
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     （５） 幹  事    若干名 

     （６） 会計監査     ２名 

（役員の任務） 

第１４条  役員の任務は次のとおりとする。 

（１）会長は本協議会を代表し、業務を統括

するとともに、すべて執行上の最高責

任をもつ。 

（２）副会長は会長を補佐し、会長事故ある

ときはこれを補佐する。 

（３）事務局長は会長の命を受け、業務を統

轄する。 

（４）事務局次長は事務局長を補佐し、一般

事務を担当する。 

（５）幹事は重要事項を協議し、その決定に

参画する。 

（６） 会計監査は年１回以上会計を監査する。 

 

（役員の選出と任期） 

第１５条 役員はすべて総会で選出し、その任期は１年

とする。但し再任は妨げない。 

なお、役員に欠損が生じたときは幹事会で補

充を行うこととし、補充役員の任期は前任者

の残期間とする。 

 

第 ７ 章  経   費 

（経費の分担方法）           

第１６条 本協議会の経費は、会費、加入金、助成金、

交付金、その他の収入をもって充てる。 

（会費及び加入金） 

第１７条 会費および加入金については別に定める会費

徴収基準に基づき徴収する。 

会員が脱退又は除名したときは、既納の会費

および入会金は返還しない。 

（財産の管理） 

第１８条 本協議会の会計帳簿、預金通帳、現金その他

財産の管理の責任者は事務局長とする。 

（会計監査等） 

第１９条 本協議会の会計は、会計監査の監査を受けた

うえで、総会に報告し、承認を得なければな

らない。 

（会計年度） 

第２０条 本協議会の会計年度は、４月１日から翌年３

月３１日までとする。 

 

第 ８ 章  附   則 

（規約改正） 

第２１条 本規約の改正は総会において出席構成員の３

分の２以上の同意を必要とする。 

（運営に関する細則）           

第２２条 本規約に基づく運営に関する細則については、

幹事会で定める。 

（実施） 

第２３条 本規約は、平成17年６月８日より実施する。 

     本規約は、平成22年６月29 日一部改正す

る。 

     本規約は、平成25年６月24日一部改正す

る。 

以上                                 

会会費費・・加加入入金金のの徴徴収収基基準準  

  

１． 会費 

年度末時点における各団体構成人員に３０円を乗

じた金額とする。                   
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2026年度ろうきん沼津支店活動方針

未来へつなぐ！虹の架け橋

：運営委員会の活性化
：教宣・周知の強化
：丁寧な相談・対応力の向上
：生涯（老後までの）取引の強化
：世代に応じた教育・セミナー
：家計におけるろうきん取引のメイン
化推進
：働く仲間の子どもへのアプローチ1

2026年度ろうきん沼津支店活動方針 「未来へつなぐ！虹の架け橋」

誕生・育児

学生・教育

就職・勤労

結婚・出産

マイカー購入

住まいの購入
老後・終活

ファースト口座

キッズエース

仕送り先口座

教育ローン

給与振込口座

アプリ・IB

財形・エース預金

iDeCo・NISA

育児支援ローン

財形・エース預金

オートローン

財形・エース預金

住宅ローン

積立の見直し

給与振込指定

退職金受取口座

年金指定口座

余裕資金の運用

考えよう
家族の幸せ

iDeCo・NISA

住まいづくり相談

住
宅
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
セ
ミ
ナ
ー

資
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー

マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
セ
ミ
ナ
ー

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

終
活
準
備
セ
ミ
ナ
ー

2
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2026年度
静岡推進本部 推進活動計画（案）

 新たな生活保障設計運動の実践
多様化する組合員ニーズへ対応するため、人とデジタルの融合を活かした「新たな生活保障設計運動」展開します。
新たな生活保障設計運動は、これまでの「こくみんLifeサポート（保障設計・生活設計サポート）」に「資産形成
サポート」を加えた3つのサポートと「共済利⽤」により、組合員とその家族の事前・事後の備えを⽀援します。
これにより、組合員⾃⾝が「ムリ・ムダ・ムラ」のない最適な保障や資産形成を⾏うことをサポートします。組合
員・生活者一人ひとりの暮らしに日常から寄り添い、安心につながる暮らしづくりを⽀えていきます。

 重点共済の推進
無保障者・保障不⾜者の解消および可処分所得の向上を⽬的として、「マイカー共済」および「住まいる共済」を
中心に、掛⾦⾒積もり・保障相談活動をすすめます。あわせて、推進強化⽉間を設定し、重点的に取り組みます。
また、労働者共済の基本となる団体生命共済と新団体年⾦共済の導⼊・拡充提案を継続します。
【推進強化⽉間】
・2026年6⽉〜8⽉︓マイカー共済・住まいる共済
・2027年1⽉〜3⽉︓マイカー共済・住まいる共済・こくみん共済・⻑期生命共済

 社会課題と連動した取り組み
社会課題解決に向けた取り組みと連動した推進として、マイカー共済の掛⾦⾒積もり件数に応じた横断旗寄贈の取
り組みを継続します。また、社会福祉団体などへの寄付活動について、掛⾦⾒積もり・保障相談・アプリ登録件数
などに加え、団体生命共済一律加⼊制度の新規導⼊および拡充を決定した団体数に応じておこないます。

 福祉事業団体・労働団体との連携
県労福協、福祉事業団体、連合静岡などと連携し、労働者⾃主福祉運動の発展・拡大をはかります。
また、県生協連などと連携し、協同組合の事業・活動の発展および認知度向上にむけた取り組みや情報発信をおこ
ないます。

Ⅰ．全領域共通

Ⅱ．職域推進
１．運営組織と一体となった活動
（1）地区運営委員会活性化の取り組み

① 地区運営委員会は、取り組み事例の共有や意⾒交換を中心におこない、⽬標達成にむけた取り組みの前進と
地区全体への浸透をはかります。

② 正副運営委員⻑を中心とした協⼒団体同⾏オルグにより、重点共済の推進や、地区活動計画にもとづく取り
組みの要請・進捗報告をおこないます。

（2）主要産別･単組推進会議・産別運営委員会の取り組み
① 主要産別・単組推進会議として統一課題を設定し、産別ごとの取り組み事例や進捗状況など、情報共有をお

こないます。
② 産別運営委員会では、産別ごとに重点取組課題を設定し、⽬標達成に向けた活動をすすめます。

２．協⼒団体と一体となった活動
（1）各協⼒団体の年間活動計画にもとづく取り組み

① 協⼒団体ごとに、各種共済の⽬標および取り組みスケジュールを作成し、展開します。
② 各種取り組みにおいて、⾒積もりやアンケートの回答データ、満期・給付情報を活⽤し、協⼒団体役員・担

当者とこくみん共済 coop 職員による、確実なフォローをおこないます。
③ セット共済・住まいる共済の更新時や一⻫取り組み期間の設定により、対⾯での保障相談機会を創出し取り

組みます。また、組合員ニーズに合わせて、生命系（団体生命・新団体年⾦・こくみん・終⾝生命共済）・
損害系（住まいる・マイカー・⾃賠責共済）の複合利⽤を提案します。

④ 協⼒団体ごとの課題や共済⾦給付状況などから共創課題を⾒出し、団体生命共済（新規導⼊や特約追加、新
⼊組合員の無審査加⼊の取り扱いなど）や慶弔共済など、組織一律加⼊制度の拡充を提案します。

（2）新⼊組合員・若年層組合員の取り組み
① 保障に関する意識向上と、無保障者・保障不⾜者をなくす取り組みを⽬的として、説明会やセミナーなどの

接点機会を創出します。
② 早期にアプローチができるよう、内定者への事前案内の取り組みを含め、若年層の関心が⾼い「マイカー共

済」の掛⾦⾒積もりや、将来設計のための「新団体年⾦共済」をおすすめします。

公式キャラクターピットくんと
ピットくんファミリー
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（3）退職者の取り組み
① 「定年退職時」「中途退職時」などのタイミングで、確実な移⾏推進とあわせて、無保障者をなくす

取り組みとして、居住域（共済ショップ・IC）と連携したフォロー活動をおこないます。
② 生涯保障への備えとして、退職世代へ「終⾝生命プラン（一時払い契約）」の、移⾏・新規加⼊をお

すすめします。また、移⾏基準の緩和をふまえ、団体生命共済10⼝団体への終⾝生命共済移⾏案内を
実施します。

（4）セット共済WEBシステム・公式アプリ導⼊・利⽤促進の取り組み
① セット共済WEBシステムの本格稼働にむけて、セット共済利⽤団体へ丁寧な説明と導⼊提案を実施します。

また、システム導⼊により、協⼒団体の事務負担の軽減や、協⼒団体・組合員・当会のコミュニケーショ
ン機会の創出を⽬指します。

② 公式アプリによる、WEB完結型の契約保全・共済⾦請求⼿続きなど迅速性・利便性、および⾝近なサービ
ス情報告知により利⽤促進をはかります。

Ⅲ．共創事業

Ⅳ．居住域推進

１．労働⾦庫
（1）ろうきんローン専⽤住まいる共済・ろうきん子育てサポート共済

① 各⽀店への定期訪問、定期的な会議・打ち合わせなどにより、連携強化をはかります。
② 融資担当職員への制度研修の実施や、有効な研修資料の提供をおこないます。

２．生協（コープ共済連など）
（1） CO・OP火災共済･自然災害共済・マイカー共済

① 会員生協担当者との連携を強化するとともに、店舗への定期訪問や学習会を通じた共創関係の向上をはか
ります。

② 各会員生協において、宅配チラシや店舗などで共済制度の宣伝活動をおこないます。
③ マイカー共済の掛⾦⾒積もりによるコラボ横断旗寄贈の取り組みや、地盤診断サービスの紹介を通じた防

災・減災活動を継続します。
３．自動⾞分解整備事業者
（1）自賠責共済

① 「共済代理店の品質向上」のために、指定整備⼯場との関係構築をはかります。
② 指定整備⼯場との連携を強化し、協⼒団体とのタイアップ⼯場の拡大など、組合員サービスの拡充をはか

ります。
③ 新規共済代理店の開拓をすすめます。

（2）マイカー共済
① 取扱代理店を拡大します。
② 取扱代理店に対して、システム操作・制度の研修実施を通じた推進⽀援をおこないます。

１．共済ショップ（窓口・訪問）・インフォメーションセンター
① 重点共済（マイカー・住まいる・こくみん共済＜医療＞・貯蓄性＜遺族・⽼後＞）ごとの推進強化⽉間や、

店舗キャンペーン（2026年6⽉・10⽉・2027年３⽉）、居住域における防災⽉間（2026年９⽉）を中心
に、より多くの組合員との接点機会の創出と提案⼒強化による組合員との関係構築を⽬指し、CRMデータ
を活⽤した、より効果的な推進をおこないます。

② すべての顧客接点場⾯において、契約内容確認シートの活⽤による保障相談、保障⾒直しによるプラスワ
ン推進をおこないます。あわせて、公式アプリの導⼊および利⽤促進をはかります。

③ 他保険（共済）満期日や⾃賠責保険（共済）情報を蓄積し、満期前に確実なクロージングをおこないます。
④ 各種広告媒体からの資料請求に対する確実なフォローとクロージングをおこないます。
⑤ 協⼒団体退職者へ、共済ショップ誘導やインフォメーションセンターからのアプローチをおこないます。
⑥ 「こくみん共済 coop だからこそできる、お役⽴ち」の取り組みとして、来店者へ防災・減災・交通安全

などの情報を発信します。
⑦ 2026年5⽉7日発売の「こくみん共済 あっと」（ＷＥＢ専⽤商品）の取り扱い開始に伴い、保障設計運動

の考え方にもとづいた提案・誘導をおこないます。
２．広告宣伝

① ホームページや各種チラシ・CMによる店舗誘導や、静岡推進本部独⾃の広告宣伝（ポスティング・WEB
広告・インフォマーシャルなど）を展開します。

３．地域共済会
① こくみん共済 coop ファンの拡大に向けて、地域での紹介活動や社会貢献活動に取り組みます。
② 地域組合員の声を組織運営に反映させるため、地域共済会幹事会や総会において、こくみん共済 coop の

各種活動計画の組合員討議をおこないます。
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＜＜年年度度別別相相談談件件数数＞＞ ＜＜22002255年年度度相相談談件件数数＞＞

'17 '18 '19 '20 '21 '22 '23 '24 '25 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

350 328 332 291 365 336 344 232 239 18 18 14 34 18 18 26 17 17 24 22 13 223399

211 208 185 105 106 107 149 133 151 14 23 18 8 17 10 15 10 10 8 7 11 115511

総累計'06～'15

55,,770011 東部

富士・富士宮 22,,118899 富士・富士宮

東部 2,884

834

セセミミナナーー名名 内内容容 講講師師（（敬敬称称略略）） 開開催催日日 会会場場 備備考考

ざんねんないきものか
ら学ぶ進化とふしぎ

　「ざんねんないきもの事典」を監修した、動物学者の今泉忠明さんを講師
に招き、いきものの進化の不思議と魅力について、楽しく学びます。

動物学者

今泉　忠明
7/13（土） 三島市民生涯学習センター

１３４名
参加

大河ドラマの時代考証でもおなじみの小和田哲男さんが、「歴史から学ぶ
「今」を生きるヒント」と題し、貴重な内容をお話しします。

静岡大学名誉教授/文学博士

小和田　哲男
8/2(土) 沼津市立図書館

１２５名
参加

人は、人を浴びて人になる
　～心の病にかかった精神科医の人生をつないでくれた出会い～

児童精神科医/医学博士

夏苅　郁子
8/23(土） 沼津市立図書館

９８名
参加

自分で考えることが
どんどん楽しくなる

魔法/思考力

子どもから大人まで、いきいきとした生活づくりのためにとても大切な「思考
力」についてあらためて考えます。

合同会社いもいも代表

井本陽久
3/7（土）

富士文化会館
ロゼシアター

３４名
参加

法律相談会 静岡大学サステナビリティセンターと協力し、法律相談会を行う。
静岡大学サステナビリティセンター

客員教授（弁護士）
8/29(金） 松崎町生涯学習センター ３組参加

セカンドライフを
応援する連続講座

～「今」を生きるヒント～

  
  

【【22002255 年年度度事事業業報報告告】】  
ライフサポートセンターしずおかは県内各地に拠点を構え、「暮らしなんでも相談」と「生きがいづくり支援」を事業の柱とし、日々の相

談サービスや子どもから高齢者までを対象としたセミナーを開催し、勤労者とその家族、さらには一般市民のみなさんが生涯にわたって充実

した生活を送ることができるような活動を取り組んできました。なお、2020 年度から岳南事務所の相談員が不在となったため、岳南事務所

の「相談ダイヤル」は電話転送による東部事務所での対応となりました。 

１１．．  『『暮暮ららししななんんででもも相相談談事事業業』』    

●●22002255 年年度度相相談談結結果果  （（東東部部事事務務所所＆＆富富士士・・富富士士宮宮扱扱いい））  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22..  『『生生ききががいいづづくくりり支支援援事事業業』』  ≪≪２２００22５５年年度度はは５５セセミミナナーーをを開開催催ししままししたた。。≫≫  

  

  

  

  

  

  

  
 

 
（（公公財財））静静岡岡県県労労働働者者福福祉祉基基金金協協会会  

 
 

ラライイフフササポポーートトセセンンタターーししずずおおかか  

  

  

（（東東部部事事務務所所＆＆富富士士・・富富士士宮宮））  

2026 年度 沼津地区労福協定期総会 資料 

心の悩み・家族問題・ 

環境問題の上位３つ合

計で全体の３分の２ 

   

１位 ホームページ 

２位 紹介 

 

相談者居住地 

１位 富士市 

２位 沼津市 
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【【22002266 年年度度事事業業計計画画】】  

勤労者とその家族、さらには一般市民のみなさんの、子どもから高齢者までの福祉向上支援を目的に、「暮らしなんでも相談」と「生きが

いづくり支援」を事業の柱に取り組みます。 

  

１１．．暮暮ららししななんんででもも相相談談事事業業  

日常生活で起こる、様々なトラブルや悩み、困ったこと、どこに相談すれば良いのかわからないことなどを一緒に考え、問題解決に向けた

対応をいたします。専門的な判断や指導が必要な時には、行政や民間団体とのネットワークを生かし最適な相談窓口を紹介します。相談事業

の更なる充実を目指し、相談対応のレベルアップやネットワークの拡充に努めます。 

  

２２．．生生ききががいいづづくくりり支支援援事事業業  

勤労者とその家族、さらには一般市民のみなさんが生涯にわたり充実した生活を送ることができるよう、生きがいづくりの活動として、セ

ミナーを開催していきます。具体的にはカテゴリー別に「セカンドライフ講座」「健康講座」「家族向け講座」等を企画・運営していきます。

また、「法律相談会」も実施していきます。 

 

※※22002266年年66月月11日日現現在在

セセミミナナーー名名 内内容容 講講師師（（敬敬称称略略）） 開開催催日日 会会場場 募募集集人人員員

　人生のしまい方～現代終活事情
　　関心の高い「終活」を漠然と考えるのではなく、健康、お金、孤独という視点
　　から、自身が考えておく必要があるポイントはどこか、学びます。

シニア生活文化研究所
代表理事

小谷　みどり

8/1(土） 沼津市立図書館 １５０名

　するがとぶんぶくとあなたとわたし
　　龍津寺の勝野住職が実践している「子ども寺子屋」をはじめとして、地域との
　　つながりや子供達との活動を中心にお話しいただきます。

臨済宗龍津寺住職
勝野　秀敏

8/22(土） 沼津市立図書館 １５０名

未定 未定 未定 2月（予定） 富士市（予定）

法律相談会 静岡大学サステナビリティセンターと協力し、法律相談会を行う。
弁護士

（静岡大学法科大学院OB） 8/28(金） 松崎町生涯学習センター ３組

２２００２２６６年年度度　　ロロッッキキーーカカレレッッジジ年年間間ススケケジジュューールル　　

セカンドライフを
応援する連続講座

～「今」を生きるヒント～

 
  

  

３３．．広広報報活活動動ととネネッットトワワーーククのの充充実実  

各地区労福協のご支援・ご協力を得ながら、各自治体の広報誌への掲載や公共施設（社会福祉協議会・コミュニティー・公民館・市民活動

センター等）へのポスター掲示、チラシ配架の活動を継続していきます。 

また、多くの市民に情報を伝えることができるよう、広報協力機関の拡大、ネットワークの充実を図ります。さらに各機関、団体の総会や

集会の場に参加し、ライフサポートセンターの活動を広く知ってもらえるよう、情報提供に努めます。 
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も
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